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新学習指導要領の全面実施となって４年目となる本年度，本校では研究主題

を新たに「生徒エージェンシーの発揮に向けた各教科からの接近（１年次）」

と定め，研究を進めてまいりました。

昨年度までの５年間は，新学習指導要領の内容を踏まえ，「未来に生きて働

く資質・能力の育成」の研究主題のもと，予測不可能な時代を切り開く力とし

て探究力と省察性を身に付けさせたいと願い研究を進めてまいりました。その

中で，カリキュラム・デザインの重要性，授業づくりのしかけや評価，子供が

『自己調整』を行う教師の手立て，子供の『探究』の姿を引き出す発達の段階

に応じた指標作成等について研究を深めることができました。そして，本年度，

これまでの研究をもとに「 ラーニング・コンパス」の理念を加え，社会全

体のウエルビーイングを目指すために「生徒エージェンシー」に注目し，各教

科の本質にせまるような学びのプロセスの中で，どのような学びを展開すれば，

子供が生徒エージェンシーの発揮につながる力を身に付けることができるのか

について，研究を進めてまいりました。

本年度，研究の一端をみなさまにご覧いただく機会として，「複式授業研究

会」「教育研究発表会」「 活用授業研究会」を開催させていただきました。

また，研究広報誌「 創 」の発刊もいたしました。

私たちの実践研究に対しましては，多くの先生方にご指導，ご助言いただく

ことができたこと，心より御礼申し上げます。本年度は国立教育政策研究所研

究企画開発部統括研究官 千々布敏弥先生に，貴重なご指導，ご助言を賜りまし

た。千々布先生には，本校教員が楽しみながら授業構想をしていることや，こ

れまで長年積み上げてきた研究成果が、子供の姿に現れていることなどについ

て好評価をいただくとともに，自校の子供の姿と教員の姿から目指す方向を見

極めることや，批判的リフレクションが重要であること等のご示唆をいただき

ました。今後，これらのことを念頭に置いて研究を進め，日々実践を積み重ね，

子供の学びの姿から研究を検証していきたいと考えています。

今回，真摯に誠実に，職員一同取り組んだ実践を紀要としてまとめましたが，

まだまだ未熟で拙いものでもあります。今日まで，大勢の皆様からいただいた

ご意見・ご指導を糧に，今後も研究を進めていく所存です。多くの方々にご

高覧賜り，ご教示，ご批正いただければ幸いに存じます。

副校長 辻本 和孝

 

生徒エージェンシーの発揮を目指すなかで見えてきたこと

本校の教員も子供たち自身も附属小学校に関わる人々の幸せを願って，本研究は出発した。自分も周りも幸

せに向かうためには，社会を開く力としてこれまで研究してきた探究力と省察性に加え，より良い社会を共に作ろ

うとする力が重要になると考え，生徒エージェンシーを研究の軸に据えることにした。そして，各教科の学びの中

に潜んでいる生徒エージェンシーにつながる学びをカリキュラムとして意識化でき，どのような学びを展開できれ

ば生徒エージェンシーの発揮につながる素地となる力を身に付けることができるかを明らかにしていくことを目

指してきた。その過程で見えてきたことについて述べる。

１． 今年度の取り組みから見えてきたこと

① 生徒エージェンシーと各教科の学びのつながり

生徒エージェンシーを意識した学びとは，各教科の本質にせまる学びを行うことであり，各教科で身に付けた

力が生徒エージェンシーの発揮の場面における素地となる力になる。

本校職員で，生徒エージェンシーと各教科のつながりが見えている職員は，生徒エージェンシーを各教科の中

で見出すものでなく，素地となる力を身に付けることが生徒エージェンシーの発揮につながるという認識をもって

授業を構想していた。

一方で，エージェンシーと各教科の学びのつながりが見えないと感じた職員がいた。その職員は各教科の学

びの中で生徒エージェンシーにつながる力を身に付けないといけないと感じていたため，そのように感じたのだと

推測する。

② 要素の捉えちがい

生徒エージェンシーの発揮に必要な要素の解釈に誤りがあった。本来２つである要素を３つに分割し，共有し

てしまった。また，生徒エージェンシーを発揮する場面において必要な要素が，一人一人にカスタマイズされた学

習環境としっかりしとした基礎力である。しかし，今年度は一人一人にカスタマイズされた学習環境を設定したり，

しっかりと基礎力を付けたりすることを授業の中で取り入れることを目的としてしまい，発揮の場面ではなく各教

科の中で必要な要素として研究を進めていた。そのことにより，各教科の学びの中で生徒エージェンシーを発揮

しなければいけないという誤った思い込みを促してしまった。

２． 来年度の展望

今年度見えてきたことをもとに，来年度も生徒エージェンシーの発揮につながる素地となる力を身に付ける学

びを各教科から明らかにしていく。そのために，２つの取り組みを行う。１つ目は， の定義をもとに，本校に

おける生徒エージェンシーの発揮の姿を設定する。２つ目は，生徒エージェンシーの発揮につながる素地となる

学びに有効なしかけを探っていきたい。

明らかになったことと来年度の展望 
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